
 

 

資料№２ 

 
大垣市多文化共生推進指針(H29～R03) 

令 和 元 年 度 事 業 実 績 
令 和 2 年 度 事 業 計 画 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 6 月 
大垣市まちづくり推進課



 

 

目 次 

 

 

１ 大垣市多文化共生推進指針の概要 ·························· 1 

 

 

２ 令和元年度事業実績・令和 2年度事業計画一覧 ··············· 3 

 

 



 

１ 大垣市多文化共生推進指針の概要 

 
⑴ 指針の位置づけ 

大垣市多文化共生推進指針は、「大垣市未来ビジョン」を上位計画とし、第１期基本

計画の施策「多文化共生の推進」部門の個別計画として、本市の多文化共生、国際交

流等の推進施策の方向性を明らかにするものです。 

 

⑵ 指針の期間 

平成 29 年度～令和 3 年度（5 年間） 

 

⑶ 基本理念 

互いに理解を深め、多様性を活かした多文化共生の地域社会 

 

⑷ 基本目標 

① 外国人市民の日本語能力向上 

外国人市民と日本人市民が相互理解を深め地域社会で共生していくため、外国人

市民の日本語習得を推進します。また、外国人児童生徒が地域社会はもとより、  

グローバル人材として活躍できるよう、日本語学習を含む外国人児童生徒の学習 

支援を推進します。 

 

② 外国人市民に対する相談体制と情報提供の充実 

来日直後の外国人市民などに生活に必要な情報を提供するため、多言語による 

相談体制を充実するとともに、ＩＣＴを活用するなど多様な方法で情報提供します。 

 

③ 外国人市民と日本人市民の相互理解の向上 

外国人市民と日本人市民の相互理解の向上を図るため、日本人児童生徒への多文

化共生の視点に立った国際理解教育を推進するとともに、市民同士が交流する機会

を提供します。 

 

④ 外国人市民の防災力向上 

外国人市民の防災への関心が高まっていることを受け、多言語による防災訓練の

実施や、災害時において外国人市民を支援するための体制整備などの防災対策を 

推進します。  



 

 

⑸ 施策体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

互いに理解を深め、多様性を活かした多文化共生の地域社会 基本理念 

基本目標 1：外国人市民の日本語能力向上 

基本目標 2：外国人市民に対する相談体制と情報提供の充実 

基本目標 3：外国人市民と日本人市民の相互理解の向上 

基本目標 4：外国人市民の防災力向上 

⑴ 外国人市民の日本語学習の支援 

⑵ 外国人児童生徒の学習支援 

① 日本語を学習する機会の充実 

② 日本語学習を支援する体制の整備 

① 外国人児童生徒の日本語学習と学力向上の支援 

② 就学前外国人児童に対する日本語指導の推進 

⑴ 多言語による相談体制及び多様な情報提供による外国人市民

の支援 

① 外国人市民のための多言語による相談体制の充実 

② 多様な方法による生活情報等の多言語提供 

⑴ 国際理解教育の推進と交流機会の提供 

① 多文化共生の視点に立った国際理解教育の推進 

② 外国人市民と日本人市民の交流機会の提供 

⑴ 外国人市民の防災対策の推進 

① 外国人市民が災害に備えるための支援 
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２ 大垣市多文化共生推進指針・令和元年度事業実績及び令和 2 年度事業計画一覧(全 42 事業) 

 

◎基本目標 1：外国人市民の日本語能力の向上(10 事業) 

〇1-⑴ 外国人市民の日本語学習の支援 

施策名 ①日本語を学習する機会の充実 

施策内容 外国人市民の日本語習得を支援するため、日本語教室や、マンツーマン方式の日本語学習などの学習機会を充実します。 

№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

1 「日本

語 教

室」開

催事業 

(H29-

R03) 

大垣国際

交流協会 

外国人市民の日

本語能力に応じ

た学習機会を提

供し、日本語習

得を支援しま

す。 

【計画】 

外国人市民のための

日本語教室等を開催し

ます。 

① 外国人市民のため

の日本語教室 

基礎コース（全 12

回×3 期） 

生活の日本語クラ

ス（全 10 回） 

② マンツーマン日本

語学習支援（毎日） 

③ にほんごおしゃべ

りルーム（毎日曜

日） 

【実績】 

① 外国人市民のための日本語教室 

・ 基礎コース（12 回×3期） 

・ 会話クラス（全 8 回） 

（受講者数のべ 86 人） 

② マンツーマン方式日本語学習支援

（毎日）（年度末学習者数 139 人） 

（前年比△18 人） 

③ にほんごおしゃべりルーム 

（毎日曜日 46 回） 

（参加外国人数のべ 344 人） 

（前年比△52 人） 

※ ②及び③については、新型コロナ

ウイルス感染拡大防止のため令和

2 年 2 月 28 日以降休止。 

【計画】 

外国人市民のための日

本語教室等を開催しま

す。 

① 外国人市民のための

日本語教室 

・ 基礎コース（12 回

×3 期） 

・ 会話クラス（全 10

回） 

② マンツーマン方式日

本語学習支援（毎日） 

③ にほんごおしゃべり

ルーム（毎日曜日） 

事業評価 〇 方向性 継 続 

 

施策名 ②日本語学習を支援する体制の整備 

施策内容 外国人市民が同じ外国人市民の日本語学習をサポートする仕組みの構築や、日本語指導ボランティアの育成を推進する

など、学習を支援する体制を整備します。 

№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

2 ボラン

ティア

活動推

進事業 

(H29-

R03) 

大垣国際

交流協会 

国際交流・多文

化共生に資する

ボランティア活

動の担い手を養

成するため、講

座・研修会を開

催します。 

【計画】 

日本語指導ボランテ

ィア講座を開催し、外

国人市民の日本語学習

を支援する担い手を確

保します。 

また、全ボランティ

アを対象とした講演会

と交流会を開催し、活

動報告と課題を共有し

つつ親睦を図ります。 

① 日本語指導ボラン

ティア講座（全 5 回

×3 期） 

② ボランティアの集

い 

回数：１回 

【実績】 

日本語指導ボランティア講座 

（3 期のべ 14 回） 

（受講者数のべ 62 人） 

（前年比+3 人） 

 

「ボランティアの集い」は、令和 2

年 2 月 9 日に「日本語教育シンポジウ

ム in 大垣」と同時開催 

参加者 85 人 

【計画】 

日本語指導ボランティ

ア講座を開催し、外国人

市民の日本語学習を支援

する担い手を確保しま

す。 

また、全ボランティア

を対象とした講演会と交

流会を開催し、活動報告

と課題を共有しつつ親睦

を図ります。 

① 日本語指導ボラン

ティア講座 

（5 回×3期） 

② ボランティアの集

い 

回数：１回 事業評価 〇 方向性 継 続 
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〇1-⑵ 外国人児童生徒の学習支援 

施策名 ①外国人児童生徒の日本語学習と学力向上の支援 

施策内容 初期指導教室・日本語教室の適切な設置や、多文化共生サポーター派遣及び放課後支援教室の充実を図ることで、外国

人児童生徒の日本語学習と学力向上を支援します。 

№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

3 「初期

指導教

室」開

催事業 

(H29-

R03) 

学校教育

課 

在籍学校での学

習や生活をでき

る限り円滑に開

始できるよう

に、来日間もな

い等の理由によ

り日本語能力が

不十分な児童生

徒に対して、必

要最低限度の日

本語指導や教科

指導、生活適応

指導等を行いま

す。 

【計画】 

「初期指導教室」を

西小学校で開講しま

す。 

 期間：4 月～3 月 

 開設日時：火曜を

除く平日9時～13

時半 

 指導員：5人 

 場所：西小 

 

【実績】 

「初期指導教室」を西小学校で開講

しました。 

・ 期間：4 月～3 月 

・ 開設日時：火曜日を除く 

平日 9 時～13 時半 

・ 指導員 5 人 

・ 場所：西小（1 教室） 

 

・ 年間 41 人（ポルトガル語 32 人、

中国語 3 人、タガログ語 1 人、イ

ンドネシア語 1 人、英語 4 人）の

児童生徒が通室した。 

（前年比+13 人） 

【計画】 

「初期指導教室」を西

小学校で開講します。 

また、外国人児童生徒

の増加に対応するため、

指導員を増員するととも

に、教室を増設します。 

 

・ 期間：4 月～3 月 

・ 開設日時：火曜日を

除く 

平日 9 時～13 時半 

・ 指導員 8 人 

場所：西小（2 教室） 

事業評価 〇 方向性 拡 充 

4 「日本

語 教

室」開

催事業 

(H29-

R03) 

学校教育

課 

初期指導教室を

修了又は、中級

程度の日本語指

導や教科指導の 

補充が必要な児

童生徒に対し、

日本語指導及び

教科指導を行い

ます。 

【計画】 

「日本語教室」を、

拠点校及び準拠点校で

開講します。 

・ 期間：4 月～3 月、

毎日開設 

・ 指導員：正規教員

4 校 5 人、常勤講

師 2 校 3 人、非常

勤講師 9 校 8 人、

日本語指導補助員

11 人 

(市費 9 人、県費 2

人） 

・ 場所：市内 12 校 

（拠点校）西・江東・

荒崎小、西・西部

中 

（準拠点校）東・日

新 ・ 宇 留 生 ・   

静里・中川・小野

小、星和中 

【実績】 

「日本語教室」を、拠点校及び準拠

点校で開講しました。 

・ 期間：4 月～3 月、毎日開設 

・ 指導員：正規教員 4校 5 人 

常勤講師 2 校 3人 

非常勤講師 8 校 8 人 

日本語指導補助員１1人 

（市費 9 人、県費 2 人） 

・ 場所：市内 12 校 

（拠点校） 西・江東・荒崎小、 

西・西部中 

（準拠点校）東・日新・宇留生・静

里・中川・小野小、星

和中 

【計画】 

「日本語教室」を、拠

点校及び準拠点校で開講

します。 

・ 期間：4月～3 月、毎

日開設 

・ 指導員：常勤講師 7

校 9 人 

非常勤講師 10 校 14

人 

日本語指導補助員

１2 人 

（市費 9 人、県費 3

人） 

・ 場所：市内 14 校 

（拠点校）西・静里・

江東・中川・荒崎小、

西・西部中 

（準拠点校）東・北・

日新・宇留生・川並・ 

小野小、江並中 

事業評価 〇 方向性 拡 充 
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№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

5 「外国

人児童

生徒の

ための

放課後 

支援教

室」開

催事業 

(H29-

R03) 

まちづく

り推進課 

学習支援を必要

とする外国人児

童生徒を対象

に、学外での教

科指導を行いま

す。 

【計画】 

大垣駅通りにおいて

「放課後支援教室」を

開催するとともに、夏

休み期間中には、県営

荒崎団地において「夏

休み宿題サポートルー

ム」を開催します。 

また、外国人児童生

徒が参加しやすく学習

しやすい環境を整える

ため、西小学校区内へ

の移転を検討します。 

① 放課後支援教室 

・ 場所：多目的交流

イベントハウス 

※ 年度内の場所

移転を検討 

・ 回数：週 2 回（火・

金曜日） 

② 夏休み宿題サポー

トルーム 

・ 場所：県営荒崎団

地集会所 

【実績】 

・ 小 学 生：開催実績 87 回 

参加者延 939 人 

（前年比+327 人） 

・ 中 学 生：開催実績 86 回 

参加者延 387 人 

（前年比+13 人） 

・ 学校訪問：4 件 

・ 個別懇談：8 件 

・ 分  室：夏休み期間中の 6 日間 

開催（参加者 29 人） 

※ 新型コロナウイルス感染拡大

防止のため令和 2 年 3月以降、

教室を休止した。 

【計画】  

大垣駅通りにおいて

「放課後支援教室」を開

催するとともに、夏休み

期間中には、県営荒崎団

地において「夏休み宿題

サポートルーム」を開催

します。 

また、自宅で授業が受

けられるよう、Ｓｋｙｐ

ｅを活用したＷｅｂ教室

を開催します。 

① 放課後支援教室 

・ 場所：多目的交流イ

ベントハウス 

※ Ｗｅｂ教室も

あり 

・ 回数：週 2 回（火・

金曜日） 

② 夏休み宿題サポー

トルーム 

･ 場所：県営荒崎団

地集会所 

事業評価 ◎ 方向性 拡 充 

6 「多文

化共生

サポー

ター」

派遣事

業 

(H29-

R03) 

まちづく

り推進課 

市内小学校や 

放課後支援教室

等からの要請に

応じ、外国人児

童の学習を支援

するサポーター

を派遣します。 

【計画】 

市内小学校と放課後

支援教室に、多文化共

生サポーターを派遣し

ます。 

また、派遣要請の増

加を見据え、市内外の

大学等と連携し、新規

サポーターを確保しま

す。 

 

【実績】 

① 小学校 

・ 派遣先：江東小、中川小、荒崎小、

西小、日新小、東小 

・ 派遣者：コーディネーター1 人、 

サポーター13 人 

② 放課後支援教室 

・ 派遣者：サポーター2人 

※ 新型コロナウイルス感染拡

大防止のため令和 2 年 3 月

以降、派遣を休止した。 

【計画】 

市内小学校と放課後支

援教室に、多文化共生サ

ポーターを派遣します。 

また、派遣要請の増加

を見据え、市内外の大学

のほか、放課後支援教室

指導員等と連携し、新規

サポーターを確保しま

す。 

事業評価 〇 方向性 継 続 

7 外国人

学校日

本語講

師派遣

事業 

(H29-

R03) 

大垣国際

交流協会 

日本語を学ぶ 

機会の少ない 

外国人学校の 

生徒が地域社会

に適応できるよ

うに、日本語指

導者を派遣して

日本語習得を支

援します。 

【計画】 

ＨＩＲＯ学園に、日

本語指導者を派遣し、

在校する外国人児童生

徒に日本語を指導しま

す。 

 毎週 2 回（1 回 3

時間） 

【実績】 

・ 講師派遣 

実施回数 96 回 

指導者数 1 人 

（前年比±0 人）。 

【計画】  

ＨＩＲＯ学園に、日本

語指導者を派遣し、在校

する外国人児童生徒に日

本語を指導します。 

毎週 2 回（1 回 3 時間）

×4 週間×12 か月 

事業評価 〇 方向性 継 続 
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№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

8 多文化

共生教

育推進

事業 

(R02-

R03) 

学校教育

課 

日本語指導が必

要な外国籍児童

生徒を対象に、

授業や集団生活

を行うために最

低限度の意思疎

通を可能にし

て、多文化共生

教育の充実を図

ります。 

  【計画】  

（新規）音声自動翻訳

機(74 言語対応)を、日本

語指導拠点校(5 校)と準

拠点校(7 校)及びその他

学校に外国籍児童生徒数

に応じて 1 台～3 台、計

20 台を配置します。 

事業評価  方向性  

 

施策名 ②就学前外国人児童に対する日本語指導の推進 

施策内容 就学前の外国人児童が日本の小学校に適応できるよう、プレスクール「きらきら教室」の開催などで日本語指導を推進

します。 

№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

9 プレス

クール

「きら

きら教

室」開

催事業 

(H29-

R03) 

まちづく

り推進課 

就学直前の外国

人児童を対象と

したプレスクー

ル「きらきら教

室」において、保

護者に対して日

本の学校教育制

度について理解

を深めるよう説

明会や個別懇談

会を開催しま

す。 

【計画】 

外国人児童 5 歳児を

対象に、在籍する幼保

園等を巡回して個別に

指導する「巡回指導」

と、児童と保護者を集

め、模擬授業体験、保護

者への説明会を行う

「集団指導」を実施し

ます。 

① 巡回指導（各幼保

園等：1 人 18 回程

度） 

② 集団指導（市内施

設：5 回） 

【実績】 

① 巡回指導（11 月～2 月） 

・ 内容：日本語指導、生活適応指導 

・ 参加：38 人(前年比△2 人) 

・ 指導：11～24 回／人 

② 集団指導（11 月～2 月） 

・ 開催：4 回 

・ 参加：児童 22 人／回 

保護者 26 人／回 

※ 新型コロナウイルス感染拡大

防止のため令和 2 年 3 月から

指導を中止した。 

【計画】 

外国人児童 5 歳児を対

象に、在籍する幼保園等

を巡回して個別に指導す

る「巡回指導」と、児童

と保護者を集め、模擬授

業体験、保護者への説明

会を行う「集団指導」を

実施します。 

① 巡回指導（各幼保園

等：1 人 18 回程度） 

② 集団指導（市内施

設：5 回） 

また、外国人保護者の

理解を支援する映像教材

を 4 言語で作成します。 事業評価 〇 方向性 拡 充 

10 日本語

教室託

児ルー

ム事業 

(H29-

R03) 

大垣国際

交流協会 

大垣国際交流協

会が実施する 

日本語教室に託

児ルームを設

け、日本語に 

親しむビデオ教

材等を上映する 

ことで、早い 

段階から日本語

に親しむ環境を

提供します。 

【計画】 

日本語教室に託児ル

ームを設置し、日本語

に親しむビデオ教材等

の上映や、日本語に親

しむ絵本などを提供し

ます。 

① 日本語教室託児ル

ームを設置する講

座 

・ 基礎コース（全 12

回×3 期） 

・ 生活の日本語クラ

ス（全 10 回） 

【実績】 

① 日本語教室託児ルーム設置 

・ 基礎コース（12 回×3期） 

・ 会話クラス（全 8 回） 

（上記のうち 22 回設置） 

（参加者のべ 16 人） 

（前年比△52 人） 

【計画】 

日本語教室に託児ルー

ムを設置し、日本語に親

しむビデオ教材等の上映

や、日本語に親しむ絵本

などを提供します。 

 

① 日本語教室託児ルー

ムを設置する講座 

・ 基礎コース（12 回×

3 期） 

会話クラス（全 10

回） 

事業評価 〇 方向性 継 続 
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◎基本目標 2：外国人市民に対する相談体制と情報提供の充実（18 事業） 

〇2-⑴ 多言語による相談体制及び多様な情報提供による外国人市民の支援 

施策名 ①外国人市民のための多言語による相談体制の充実 

施策内容 日本語能力が不足する外国人市民のために、市役所の各窓口や市民病院等における通訳の配置など、居住環境、子育て、

保健・福祉・医療など広範な相談に多言語で対応する体制を充実します。 

№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

11 外国人

市民相

談事業 

(H29-

R03) 

まちづく

り推進課 

まちづくり推進

課に多言語の通

訳を配置し、外

国人市民のさま

ざまな相談に対

応します。 

【計画】 

まちづくり推進課に

通訳を配置し、外国人

市民の母語で生活相談

に対応します。 

・ ポルトガル語相談

員：2 人 

・ 英語相談員：1 人 

 

（福祉に関する相談） 

社会福祉課、高齢介護

課、窓口サービス課、障

がい福祉課関連 

（子育てに関する相

談） 

子育て支援課、子育て

総合支援センター関連 

（住宅に関する相談） 

住宅課関連 

（その他） 

まちづくり推進課ほか 

【実績】 

（福祉に関する相談）2,672 件 

社会福祉課 251 件 

窓口サービス課（転出入・婚姻等） 

1,527 件 

窓口サービス課（国保・医療） 894 件 

（税に関する相談） 1,424 件 

課税課 868 件 

収納課 556 件 

（子育てに関する相談） 654 件 

子育て支援課 654 件 

（公営住宅に関する相談） 13 件 

住宅課 13 件 

（その他） 835 件 

水道課、まちづくり推進課 など 

 

令和元年度計   5,598 件 

（前年比     △494 件） 

 

また、通訳のいない言語や不在時にも

対応できるよう、音声翻訳機 5 台(74

言語対応)を本庁に配備しました。 

【計画】  

まちづくり推進課に通

訳を配置するほか、音声

翻訳機も活用して、外国

人市民の母語で生活相談

に対応します。 

また、新たに中国語相

談員 1 人を配置します。 

・ ポルトガル語相談

員：2 人 

・ 英語相談員：1 人 

・ 中国語相談員：1 人 

 

事業評価 ◎ 方向性 拡 充 

12 外国人

市民健

康相談

事業 

(H29-

R03) 

まちづく

り推進課 

保健セン

ター 

 

がん検診や成人

健診などの健康

診査や健康相

談、健康教育に

通訳を配置しま

す。また、これら

各種日程や健康

情報を外国語メ

ール配信及びポ

ルトガル語情報

誌「アミーゴ」を

活用し、外国人

市民に広く周知

を図ります。 

【計画】 

外国人市民の健康相

談等に、必要に応じて

通訳（まちづくり推進

課）を活用して対応し

ます。 

・ 健康診査、健康相

談、健康教育にお

ける通訳の配置 

・ 外国語メール配信

への情報掲載 

・ ポルトガル語情報

誌「アミーゴ」への

情報掲載 

【実績】 

・ 通訳の配置：毎週水曜日ほか 

・ 年間配置日数：36 日 

・ 情報提供等通訳件数：41 件 

（前年比＋6 件） 

・ メール配信件数：3 件 

・ アミーゴへの掲載：12 件 

【計画】 

外国人市民の健康相談

等に、必要に応じて通訳

（まちづくり推進課）を  

活用して対応します。 

・ 健康診査、健康相談、

健康教育における通

訳の配置 

・ 外国語メール配信

への情報掲載 

・ ポルトガル語情報誌

「アミーゴ」への情

報掲載 

 事業評価 ○ 方向性 継 続 
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№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

13 外国人

市民母

子保健

相談事

業 

(H29-

R03) 

まちづく

り推進課 

保健セン

ター 

 

乳幼児健診や乳

幼児相談、家庭

訪問等の各種母

子保健事業に通

訳を配置しま

す。また、これら

各種日程や健康

情報を外国語メ

ール配信やポル

トガル語情報誌

「アミーゴ」を

活用し、広く 

外国人市民に周

知します。 

【計画】 

外国人市民の保健相

談に、必要に応じて通

訳（まちづくり推進課）

を活用して対応しま

す。 

・ 乳幼児健診や乳幼

児相談、家庭訪問

等の各種母子保健

事業における通訳

の配置 

・ 外国語メール配信

への情報掲載 

・ ポルトガル語情報

誌「アミーゴ」へ

の情報掲載 

【実績】 

・ 通訳の配置：毎週水曜日ほか 

・ 年間配置日数：36 日 

・ 家庭訪問等通訳件数：7 件 

（前年比△7 件） 

・ 情報提供等通訳件数：206 件 

（前年比△74 件） 

・ メール配信件数：35 件 

・ アミーゴへの掲載：12 件 

【計画】 

外国人市民の保健相談

に、必要に応じて通訳（ま

ち づ く り 推 進 課 ） を  

活用して対応します。 

・ 乳幼児健診や乳幼

児相談、家庭訪問等

の各種母子保健事

業における通訳の

配置 

・ 外国語メール配信へ

の情報掲載 

・ ポルトガル語情報

誌「アミーゴ」への

情報掲載 

 事業評価 ○ 方向性 継 続 

14 外国人

市民医

療通訳

提供事

業 

(H29-

R03) 

医事課 外国語通訳を市

民病院に配置

し、外国人市民

が医療を受けや

すい環境を整備

します。 

【計画】 

ポルトガル語通訳の

需要が多いため、6月か

ら通訳を増員し、3人配

置します。 

また、中国語通訳 1

人を週 1 回配置しま

す。 

【実績】 

・ ポルトガル語通訳配置：3 人 

（前年比+1 人） 

・ 中国語通訳配置：1 人 

・ 医療通訳ボランティア活用件数：

0 人 

【計画】 

ポルトガル語通訳 3 人

の配置を継続します。 

また、中国語通訳 1 人

を週 2 回配置します。 

なお、ポルトガル語以

外の通訳に関しても、岐

阜県が推進する「医療通

訳ボランティア斡旋事

業」の活用を調査研究し

ます。 事業評価 〇 方向性 継 続 

15 通訳ク

ラウド

サービ

ス活用

事業 

(H29-

R03) 

情報企画

課 

 

※令和 2

年 4 月か

らまちづ

くり推進

課 

ICT を活用した

5 か国語対応の

通訳サービスを

導入し、外国人

市民に対する相

談業務のさらな

る充実を図りま

す。 

【計画】 

通訳サービスを利用

し、各窓口における外

国人市民に対する相談

業務を支援します。 

・ 利用期間：平成 31

年 4 月 1 日～令和

2 年 3 月 31 日 

・ 対応言語：英語、中

国語、韓国語、ポル

トガル語、スペイ

ン語 

・ 端末台数：iPad2 台 

・ また、当該 iPad に

31 言語対応の通訳

アプリをインスト

ールし、さらなる

市民サービスの向

上を目指します。 

【実績】 

・ 5か国語に対応した通訳サービスを

実施。 

・ 利用期間：平成 31 年 4 月 1 日～令

和 2 年 3 月 31 日 

・ 導入端末台数：iPad2 台 

 

令和元年度利用実績：0 件 

※ 通訳サービスの実績はなかっ

たが、iPad の通訳アプリ(31 言

語)で対応できた例も確認され

ている。 

【計画】 

通訳サービスを利用

し、各窓口における外国

人市民に対する相談業務

を支援します。また、市

民サービスの向上のた

め、iPad のビデオ通話ア

プリを活用した遠隔通訳

を検討します。 

・ 利用期間：令和 2 年

4 月 1 日～令和 3 年

3 月 31 日 

・ 対応言語：英語、中

国語、韓国語、ポル

トガル語、スペイン

語 

・ 端末台数：iPad2 台 

事業評価 〇 方向性 継 続 
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№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

16 外国人

保護者

就学相

談事業 

(H29-

R03) 

学校教育

課 

学齢期を迎えた

外国人の子ども

の保護者に対し

て、就学説明会

等の機会を捉え

て日本の学校教

育制度の周知を

図ります。 

【計画】 

市内各学校で開催す

る就学説明会に、各言

語の通訳を配置し、外

国人保護者に対して多

言語による就学に関す

る相談対応及び情報提

供を行います。 

【実績】 

・ 就学説明会における通訳配置件

数：0 件（2 月開催） 

(前年比△12 人) 

・ 「プレスクール事業」講師派遣： 

１人（11 月開催） 

【計画】  

市内各学校で開催する

就学説明会に、各言語の

通訳を配置し、外国人保

護者に対して多言語によ

る就学に関する相談及び

情報提供を行います。 

事業評価 ○ 方向性 継 続 

17 外国人

保護者

進路相

談事業 

(H29-

R03) 

学校教育

課 

外国人生徒及び

保護者を対象と

した進路説明会

を開催するとと

もに、随時で進

路相談も行いま

す。 

【計画】 

進路説明会及び進路

相談会を開催します。 

① 進路説明会 

6 月 

② 進路相談会 

7 月～2 月に希望

者を対象に毎月実

施 

【実績】 

進路説明会及び進路相談会を開催し

ました。 

① 進路説明会 

6 月 15 日（土）参加数：11 人 

② 進路相談会 

参加数：11 人 

【計画】 

進路説明会及び進路相

談会を開催します。 

① 進路説明会 

7 月 

② 進路相談会 

7 月～2 月に希望者

を対象に毎月実施 

事業評価 〇 方向性 継 続 

18 外国人

市民相

談事業 

(H29-

R03) 

大垣国際

交流協会 

大垣国際交流協

会において、ポ

ルトガル語・中

国語・英語によ

る相談窓口を設

置し、随時、外国

人市民の生活相

談に対応しま

す。 

【計画】 

大垣国際交流協会

で、外国人市民からの

相談を受け付けます。 

① 英語による相談 

開催日／毎日（休

館日を除く） 

② 中国語による相談 

開催日／毎日（休

館日を除く） 

③ ポルトガル語によ

る相談 

開催日／日曜日 

【実績】 

相談窓口実績 

・ 相談件数 1,430 件 

（月平均 119.2 件） 

（前年比+917 件) 

※ 電話での相談件数を含む 

 

【計画】  

大垣国際交流協会で、

次の時間帯に外国人市民

からの相談を受け付けま

す。 

① 英語による相談 

開催日/毎日（休館

日を除く） 

② 中国語による相談 

開催日/毎日（休館

日を除く） 

③ ポルトガル語によ

る相談 

開催日/日曜日 事業評価 ◎ 方向性 継 続 

19 行政書

士によ

る外国

人市民

行政相

談会開

催事業 

(H29-

R03) 

大垣国際

交流協会 

外国人市民を対

象とした行政書

士による行政相

談会（ビザの更

新や国際結婚・

離婚の手続き

等）を開催しま

す。 

【計画】 

外国人市民を対象と

した行政書士による行

政手続相談会を次のと

おり開催します。 

・ 日時：毎月第１日

曜日 13 時～15 時 

・ 場所：大垣国際交

流協会 

相談時間：30分/人 

【実績】 

行政手続相談会 

・ 実施回数 3 回 

・ 相談件数 4 件 

※ うち通訳対応： ポルトガル

語 2 件、中国語 1 件 

※ 新型コロナウイルス感染拡

大防止のため、3 月は実施な

し。 

外国人市民を対象とし

た行政書士による行政手

続相談会を次のとおり開

催します。 

・ 日時：毎月第１日曜

日 13 時～15 時 

・ 場所：大垣国際交流

協会 

相談時間：30 分/人

＜予約制＞ 
事業評価 ○ 方向性 継 続 
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№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

20 ポルト

ガル語

による

こころ

の相談

会開催

事業 

(H29-

R03) 

大垣国際

交流協会 

外国人人口の中

で最も多い南米

系外国人を対象

としたポルトガ

ル語の心のケア

専門カウンセラ

ーによる相談会

を開催します。 

【計画】 

南米系外国人を対象

とした「ポルトガル語

によるこころの相談

会」を開催します。 

・ 日時：毎月第 2 日

曜日 10 時～16 時

（1 人 50 分・予約

制） 

・ 場所：スイトピア

センター学習室ほ

か 

【実績】 

こころの相談会 

・ 実施回数 11 回 

・ 相談件数 60 件 

※ 新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、3 月は実施なし。 

【計画】 

南米系外国人を対象と

した「ポルトガル語によ

るこころの相談会」を開

催します。 

・ 日時：毎月第 2 日曜

日 9 時～16 時 

・ 場所：大垣国際交流

協会 

相談時間：50 分/人

＜予約制＞ 
事業評価 ○ 方向性 継 続 

 

施策名 ②多様な方法による生活情報等の多言語提供 

施策内容 外国人市民に必要な生活情報や行政情報を多言語または「やさしい日本語」を用いて、多様な方法で提供します。 

№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

21 「外国

人市民

のため

のくら

しのガ

イドブ

ック」

配布事

業 

(H29-

R03) 

まちづく

り推進課 

外国人市民が本

市で暮らすうえ

での生活ルール

やマナー、生活

習慣等を知るこ

とができるガイ

ドブックを多言

語で提供しま

す。 

 

【計画】 

ベトナムなど、非英

語圏の東南アジア諸国

出身者が増加している

ため、新たにガイドブ

ックの「やさしい日本

語版」400 部を作成・配

布します。 

また、ｅ－ＢＯＯＫ

形式での情報提供によ

り、外国人市民の利便

を図ります。 

【実績】 

ガイドブック「ポルトガル語版」「中国

語版」「英語版」に加え、「やさしい日

本語版」400 部を作成・配布しました。 

【計画】 

ガイドブック「ポルト

ガル語版」「中国語版」「英

語版」「やさしい日本語

版」を配布します。 

また、ｅ－ＢＯＯＫ形

式での情報提供により、

外国人市民の利便を図り

ます。 

事業評価 ○ 方向性 継 続 

22 ポルト

ガル語

情報誌

「アミ

ーゴ」

発行事

業 

(H29-

R03) 

まちづく

り推進課 

広報「おおがき」

から外国人市民

にとって有用な

情報を抜粋・ポ

ルトガル語翻訳

し、毎月定期発

行します。 

【計画】 

ポルトガル語情報誌

「アミーゴ」を発行し、

関係機関に配布しま

す。 

なお、編集者による

コラムコーナーにおい

て大垣で生活するうえ

での注意点に触れるな

ど、暮らしのアドバイ

スを盛り込みます。 

・ 配布数：毎月 1 回

計 12 回 

・ 配布先：保育園、小

中学校、ＨＩＲＯ

学園、派遣会社、大

垣国際交流協会、

自治会、ハローワ

ーク等 

・ 発行部数：700 部/

回 

【実績】 

・ 配布回数：毎月 1 回計 12 回 

・ 発行部数：700 部/回 

市内人材派遣企業や外国人児童

の保育所などに、配布先を拡大し

ました。 

【計画】 

ポルトガル語情報誌

「アミーゴ」を発行し、

関係機関に配布します。 

また、これまでの広報

抜粋記事以外にも、編集

者のコラムや外国人市民

インタビューを盛り込み

内容の充実を図ります。 

・ 配布数：毎月 1 回計

12 回 

・ 配布先：保育園、小

中学校、ＨＩＲＯ学

園、派遣会社、大垣

国際交流協会、自治

会、ハローワーク等 

・ 発行部数：700 部/回 

事業評価 ○ 方向性 継 続 
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№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

23 外国語

メール

配信事

業 

(H29-

R03) 

まちづく

り推進課 

市政情報等、外

国人市民にとっ

て有用な情報を

母国語によりメ

ール配信しま

す。 

【計画】 

日本語が不十分な外

国人市民のため、外国

人市民の役に立つ情報

を、ポルトガル語、英語

及び「やさしい日本語」

でメール配信します。 

・ 配信数：月 5～7 本 

・ 内容：健康診断、

ゴミ出し変更日、

各種納税日、イベ

ント情報等 

【実績】 

外国人市民に対して、ポルトガル語、

英語、やさしい日本語で行政情報等を

メール配信しました。 

・ 登録者数：ポ語 356 人 

英語 194 人 

(前年比+71 人) 

・ 配信数：ポ語 78 本 

英語 80 本 

※ 人数は 3/31 付け 

【計画】 

日本語が不十分な外国

人市民のため、外国人市

民の役に立つ情報を、ポ

ルトガル語、英語及び「や

さしい日本語」でメール

配信します。 

・ 配信数：月 5～7 本 

・ 内 容：健康診断、

ゴミ収集日の変更、

各種納税日、イベン

ト情報等 事業評価 ○ 方向性 継 続 

24 フェイ

スブッ

ク情報

提供事

業 

(H29-

R03) 

まちづく

り推進課 

ＳＮＳ「フェイ

スブック」を活

用し、外国人市

民に、行政情報

を多言語で提供

します。 

【計画】 

ＳＮＳ「フェイスブ

ック」を活用し、行政情

報を多言語（ポルトガ

ル語・英語）及び「やさ

しい日本語」で、外国人

市民に提供します。 

【実績】 

ポルトガル語・英語・やさしい日本語

で記事を配信しました。 

・ フォロー数：157 人 

（前年比+58 人） 

・ 配信数：ポ語 91 本 

英語 91 本 

日語 91 本 

※ フォロー数は 3/31 付 

【計画】 

ＳＮＳ「フェイスブッ

ク」を活用し、行政情報

を多言語（ポルトガル語・

英語）及び「やさしい日

本語」で、外国人市民に

提供します。 

 

事業評価 〇 方向性 継 続 

25 微信情

報提供

事業 

(R02-

R03) 

まちづく

り推進課 

ＳＮＳ「微信」を

活用し、外国人

市民に、行政情

報を多言語で提

供します。 

  【計画】 

（新規）中国人が広く

使用しているＳＮＳ「微

信」を活用し、行政情報

を中国語で、中国人市民

に提供します。 事業評価  方向性  

26 行政情

報等多

言語提

供事業 

(H29-

R03) 

まちづく

り推進課 

庁内各課からの

要請に応じ行政

文書を翻訳し、

外国人市民に情

報提供します。 

【計画】 

行政情報を多言語

（ポルトガル語・英語・

中国語）に翻訳し、外国

人市民に提供します。 

・ ポルトガル語：2人 

・ 英語：1 人 

・ 中国語 1 人（大垣

国際交流協会） 

（福祉に関する翻訳） 

社会福祉課、高齢介護

課、窓口サービス課、障

がい福祉課関連 

（子育てに関する翻

訳） 

子育て支援課関連 

（多言語による情報提

供に係る翻訳） 

まちづくり推進課関連 

【実績】 

（福祉に関する翻訳） 6 件 

窓口サービス課 2 件 

社会福祉課 4 件 

（子育てに関する翻訳） 

子育て支援課 146 件 

（多言語による情報提供に係る翻訳） 

まちづくり推進課 145 件 

（その他） 

社会教育スポーツ課等 86 件 

 

令和元年度計   383 件 

（前年比     +77 件） 

 

【計画】 

行政情報を多言語（ポ

ルトガル語・英語・中国

語）に翻訳し、外国人市

民に提供します。 

また、新たに中国語相

談員 1 人を配置し、中国

語に翻訳します。 

・ ポルトガル語：2 人 

・ 英語：1 人 

・ 中国語 1 人(市で新

規に雇用) 

 

事業評価 ○ 方向性 拡 充 
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№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

27 外国人

市民就

業・起

業情報

提供事

業 

(H29-

R03) 

商工観光

課 

厚生労働省等か

らの外国人の就

業・起業に関す

る情報を関係諸

団体に提供しま

す。 

【計画】 

雇用就労センターに

おいて、外国人の就労

を希望される方に対応

するため、ハローワー

クより通訳を 1 名配置

します。また、厚生労働

省等から提供をうける

チラシやポスター等の

有用な情報を次の場所

に掲示します。 

・ 商工観光課 

・ 市役所本庁舎 1 階 

・ 雇用・就労支援セ

ンター 

・ 勤労者総合福祉セ

ンター 

・ 職業訓練センター 

・ 大垣商工会議所 

・ 市内商工会 

【実績】 

雇用就労センターにおいて、外国人

の就労を希望される方に対応するた

め、ハローワークより通訳を 1 名配置

しました。また、厚生労働省等から提供

をうけるチラシやポスター等の有用な

情報を次の場所に掲示しました。 

・ 商工観光課 

・ 市役所本庁舎 1 階 

・ 雇用・就労支援センター 

・ 勤労者総合福祉センター 

・ 職業訓練センター 

・ 大垣商工会議所 

・ 市内商工会 

【計画】 

雇用就労センターにお

いて、外国人の就労を希

望される方に対応するた

め、ハローワークより通

訳を 1 名配置します。ま

た、厚生労働省等から提

供をうけるチラシやポス

ター等の有用な情報を次

の場所に掲示します。 

・ 商工観光課 

・ 雇用・就労支援セン

ター 

・ 勤労者総合福祉セン

ター 

・ 職業訓練センター 

・ 大垣商工会議所 

・ 市内商工会 

事業評価 ○ 方向性 継 続 

28 外国人

市民就

業環境

改善情

報提供

事業 

(H29-

R03) 

商工観光

課 

厚生労働省等か

らの外国人就業

環境改善に関す

る情報を関係団

体に提供しま

す。 

【計画】 

厚生労働省からの各

種制度改正等の情報

を、商工会議所や商工

会に提供します。 

 

【実績】 

厚生労働省からの各種制度改正等の

情報を、商工会議所や商工会に提供し

ました。 

【計画】 

厚生労働省からの各種

制度改正等の情報を、商

工会議所や商工会に提供

します。 

事業評価 〇 方向性 継 続 
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◎基本目標 3：外国人市民と日本人市民の相互理解の向上（8 事業） 

〇3-⑴ 国際理解教育の推進と交流機会の提供 

施策名 ①多文化共生の視点に立った国際理解教育の推進 

施策内容 多文化共生への理解を醸成するため、小中学校で国際理解教育を進めるとともに、フレンドリーシティ交流などで子ど

もの国際意識向上を推進します。 

№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

29 国際理

解教育

推進事

業 

(H29-

R03) 

学校教育

課 

国際理解教育推

進校において、

国際理解につな

がる教育を推進

します。 

【計画】 

中川小学校におい

て、次の活動を行いま

す。 

① ファンタイム（Fun 

Time） 

毎日、ALT と児童、

教諭による全校テ

レビ放送を行いま

す。クイズ形式に

よる英単語の紹介

等楽しく英語に親

しむものとしま

す。 

② フレンドリータイ

ム 

総合的な学習の時

間に、国際交流活

動に取り組みま

す。そのまとめと

して外国のお客様

を招待して、学ん

だことを英語で伝

える時間を設けま

す。 

③ オーストラリアの

姉妹校コーフィー

ルド小学生が来校 

11 月 8 日～14 日

（17 人予定） 

【実績】 

中川小学校において、次の活動を行

いました。 

① ファンタイム（Fun Time） 

毎日、ALT と児童、教諭による

全校テレビ放送を行いました。ク

イズ形式による英単語紹介などで

英語に親しみました。 

② フレンドリータイム 

総合的な学習の時間に、国際交

流活動に取り組みます。そのまと

めとして外国のお客様を招待し

て、学んだことを英語で伝える時

間を設けました。 

・ 6 月 21 日：アメリカ 2 人 

・ 9 月 28 日：ラオス１人、オース

トリア 1 人、フィリピン１人 

・ 11 月 27 日：ラオス１人、オー

ストリア 1 人、フィリピン１人 

・ 11 月 29 日：ラオス１人、オー

ストリア 1 人、フィリピン１人 

③  コーフィールド小学生との交流 

コーフィールド小学生が来校

し、一緒に授業を受けました。11

月 8 日～14 日（18 人） 

④  その他の国際交流 

・ 中川フェスティバル 

1 月 27 日：アメリカ 1 人、フィ

リピン 1 人、ペルー2人、ブラジ

ル 3 人、インドネシア 2 人、バ

ングラテシュ 1 人 

【計画】 

中川小学校において、

次の活動を行います。 

① ファンタイム（Fun 

Time） 

毎日、ALT と児童、

教諭による全校テレ

ビ放送を行います。

クイズ形式による英

単語の紹介など楽し

く英語に親しむもの

とします。 

② フレンドリータイ

ム 

総合的な学習の時

間に、国際交流活動

に取り組みます。そ

のまとめとして外国

のお客様を招待し

て、学んだことを英

語で伝える時間を設

けます。 

③ オーストラリアの姉

妹校コーフィールド

小学生が来校 

10 月 23 日～29 日 

（20 人予定） 

事業評価 ○ 方向性 継 続 

30 子ども

向け国

際理解

講座開

催事業 

(H29-

R03) 

大垣国際

交流協会 

本市の未来を担

う子どもの多文

化共生意識を醸

成するため、国

際理解・国際交

流に資する講座

を開催します。 

【計画】 

子どもを含む地域住

民を対象に、次の事業

を開催します。 

① 多文化紹介講座 

・ 時期：7 月、9 月、

1 月(全 3回) 

・ 場所：スイトピア

センター 

定員：小学生親子

20 組（7 月・9 月）

大人 20 人（1 月） 

【実績】 

① 多文化紹介講座 

・ 第 1 回「親子で楽しむ世界の子ど

もの遊び」 

実施日：7 月 28 日 参加者：16 人 

・ 第 2 回「親子で楽しむアメリカと

イギリスの文化」 

実施日：10 月 22 日 参加者：37 人 

・ 第 3 回「ベトナムとリトアニアの

文化」 

実施日:2 月 24 日 参加者：17 人 

【計画】 

子どもを含む地域の外

国人住民を対象に、下記

の事業を開催します。 

 

① 日本文化紹介講座 

・ 時期：7月、11 月（全

2 回） 

・ 場所：スイトピアセ

ンター 

定員：外国人の親子

20 組 事業評価 ○ 方向性 継 続 
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№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

31 フレン

ドリー

シティ

交流事

業 

(H29-

R03) 

⑴ 

まちづく

り推進課 

フレンドリーシ

ティから学生訪

問団を受け入

れ、学生交流等

で相互理解を深

めます。 

【計画】 

シュツットガルト

市・フンボルテウム学

生訪問団を受け入れま

す。 

・ とき：令和元年 10

月下旬 

・ 内容：ホームステ

イ、高校訪問 等 

【実績】 

シュツットガルト市・フンボルテウ

ム学生訪問団を受け入れました。 

・ とき：令和元年 10 月 31 日(木)～

11 月 3 日(日） 

 人数：17 人(うち指導者 2 人) 

 内容：ホームステイ、大垣東高校

訪問 等 

【計画】 

シュツットガルト市・

フンボルテウム学生訪問

団の継続的な受入れを検

討します。 

※ コロナウイルス感染

の状況によっては実

施しません。 

事業評価 ○ 方向性 継 続 

⑵ 

大垣国際

交流協会 

本市の未来を担

う子どもたちの

国際意識を高

め、国際感覚に

優れた人材を育

成するため、フ

レンドリーシテ

ィ派遣・受入事

業を行います。 

【計画】 

フレンドリーシティ

3 都市への派遣及び 2

都市からの受け入れを

行います。 

① フレンドリーシテ

ィ派遣事業 

・ 中学生ナミュール

市派遣 

・ 小・中学生邯鄲市

派遣 

・ 高校生ビーバート

ン市、ユージーン

市派遣 

② フレンドリーシテ

ィ受入事業 

・ シュツットガルト

市学生訪問団受入 

・ 邯鄲市学生訪問

団受入 

【実績】 

① フレンドリーシティ派遣事業 

・ ベルギー・ナミュール市派遣 

（中学生 8 人、引率者 3 人） 

・ 中国・邯鄲市派遣 

（小中学生 6人、引率者 3 人） 

・ 高校生米国・ビーバートン市、ユ

ージーン市派遣 

（高校生 10 人、引率者 3 人） 

② フレンドリーシティ受入事業 

・ 中国・邯鄲市学生訪問団受入 

（学生 15 人、引率者 2 人） 

 

【計画】  

新型コロナウイルス感

染症の世界的な流行によ

り、安心・安全な派遣・

受入が困難なことから、

令和 2 年度のフレンドリ

ーシティ派遣・受入事業

は中止します。 

事業評価 〇 方向性 中 止 

⑶ 

大垣市体

育連盟 

フレンドリーシ

ティとのスポー

ツ交流を通し

て、競技力の向

上及び相互理解

の促進を図りま

す。 

【計画】 

フレンドリーシティ

2 都市からの受け入れ

及び 1 都市への派遣を

行います。 

① 青少年・指導者シ

ュツットガルト市

受入 

令和元年 6 月 12

日(水)～21 日(金) 

② 昌原市青少年スポ

ーツ相互交流受入 

令和元年 7 月 28 日

(日)～31 日(水) 

③ 青少年・指導者シ

ュツットガルト市

派遣（令和 2 年度

継続事業） 

令和 2 年 3 月下旬

～4 月上旬 

【実績】 

フレンドリーシティ 1 都市からの受

け入れを行いました。 

① 青少年・指導者ドイツ・シュツット

ガルト市受入 

令和元年 6 月 12 日（水）～21 日

（金） 

 

次の 2 事業は、中止または延期とな

りました。 

② 韓国・昌原市青少年スポーツ相互

交流受入中止（昌原市より、中止

連絡があり） 

③ 青少年・指導者ドイツ・シュツッ

トガルト市派遣、新型コロナウイ

ルス感染防止のため延期 

 

【計画】  

フレンドリーシティ 1

都市からの受け入れ及び

1 都市への派遣を行いま

す。 

① 韓国・昌原市青少年

スポーツ相互交流

受入 

令和 2 年 7 月 26 日

（日）～29 日（水） 

② 青少年・指導者ドイ

ツ・シュツットガル

ト市派遣（令和 2 年

度継続事業） 

令和 3 年 3 月下旬～

4 月上旬 

※ 令和元年度延期

のため、派遣に

ついて協議中 

事業評価 〇 方向性 継 続 
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№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

31 フレン

ドリー

シティ

交流事

業 

(H29-

R03) 

⑷ 

ＷＩＮＧ 

オレゴンから高

校生ホームステ

イグループを受

け入れ、市民と

の交流を図りま

す。 

【計画】 

オレゴン高校生ホー

ムステイグループを受

け入れます。 

・ とき：令和元年6月 

・ 内容：ホームステ

イ高校訪問アメリ

カンセミナー等 

【実績】 

オレゴン高校生ホームステイグルー

プを受け入れました。 

･ とき：令和元年 6 月 20 日(木)～27

日(木） 

・ 人数：28 人(うち指導者 3 人) 

・ 内容：ホームステイ、アメリカン

セミナー大垣工業高校訪問 

【計画】  

コロナウイルス感染

の拡大により、今年度の

オレゴン高校生ホームス

テイグループ受入は、中

止します。 

事業評価 ○ 方向性 中 止 

⑸ 

大垣少年

少女合唱

団 

韓国・昌原市の

市立合唱団との

交流を通じて、

相互理解と友好

を深めます。 

【計画】 

韓国・昌原市立少年

少女合唱団を受け入れ

交流します。 

・ とき：令和元年 8

月 

・ 内容：ホームステ

イ交歓演奏会等 

※ 感染症流行等

の事情により

平成 25 年度

から中断して

いたものを再

開するもの 

【実績】 

日韓の外交関係の悪化に伴い、7月下

旬に韓国・昌原市より、交流中止の申

し出があり、事業を中止しました。 

 

【計画】  

隔年事業のため無し 

事業評価 △ 方向性 継 続 

事業全体の評価 事業評価 〇 方向性 継 続  

 

施策名 ②外国人市民と日本人市民の交流機会の提供 

施策内容 日本人市民に外国文化や習慣などを紹介することで多文化理解を促進するとともに、外国人市民には日本の習慣、地域

社会での日常ルールなどを学ぶ機会や日本文化を体験する交流機会を提供します。 

№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

32 地域国

際交流

事業 

(H29-

R03) 

大垣国際

交流協会 

日本人市民と外

国人市民が交流

し、互いの文化

の理解につなが

る行事を開催し

ます。 

【計画】 

日本人市民と外国人

市民が交流し、互いの

文化の理解につながる

講座等を次のとおり開

催します。 

① 外国人市民のため

の日本文化講座

（和服体験／年

23 回） 

② 外国人市民のため

の神輿体験 

10 月：十万石まつ

りへの参加 

③ 納涼盆踊りでの外

国人市民の浴衣着

付け体験 

8 月：納涼盆踊り

大会への参加 

【実績】 

① 外国人市民のための日本文化講座

（和服体験 年 17 回） 

・ 受講者数のべ 55 人 

※ 新型コロナウイルス感染拡大

防止のため 3月は実施なし。 

② 外国人市民のための神輿体験 

（10 月：十万石まつりへの参加） 

・ 参加者数 27 人 

（前年比+5 人） 

③ 納涼盆踊り大会の規模縮小に伴

い、外国人市民の浴衣着付け体験

は中止 

【計画】 

日本人市民と外国人市

民が交流し、互いの文化

の理解につながる講座等

を次のとおり開催しま

す。 

① 外国人市民のため

の日本文化講座 

（和服体験 年 24 回） 

② 外国人市民のため

の神輿体験 

（10 月：十万石まつ

りへの参加） 

③ 外国人市民のため

の浴衣着付け体験 

（8 月：納涼盆踊り大

会への参加） 

事業評価 ○ 方向性 継 続 
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№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

33 国際交

流活動

助成事

業 

(H29-

R03) 

大垣国際

交流協会 

民間団体が実施

する国際交流活

動等の事業を助

成し、民間ベー

スの国際交流活

動を支援しま

す。 

【計画】 

民間団体が実施する

国際交流活動に対し

て、1 事業あたり 8 万

円(全 8 事業）助成しま

す。 

【実績】 

助成事業数：5 事業 

・ ＰＴＰＩ大垣 

・ ネオ・ダール会 

・ ＷＩＮＧ 

・ ＡＦＳ日本協会岐阜支部 

・ 岐阜県世界青年友の会 

【計画】 

民間団体が実施する国

際交流活動に対して、1

事業あたり8万円(全8事

業）助成します。 

事業評価 ○ 方向性 継 続 

34 人権講

演会開

催事業 

(H29-

R03) 

社会教育

スポーツ

課 

多文化共生の考

え方を含む人権

意識啓発の場と

して、市民向け

講演会を開催し

ます。 

【計画】 

人権講演会を次のと

おり開催します。 

① 心のふれあい講座

（10 月 4 回開催） 

② 人権・同和問題を

みんなで考える学

習会（12 月開催） 

③ 人権・同和教育講

演会（11 月開催） 

④ 人権啓発講演会（2

月開催） 

また、人権学習資

料（令和元年度版

大垣市人権作文

集）を 1,000 部作

成し配布します 

【実績】 

① 心のふれあい講座：参加者 127 人

講師 岐阜聖徳学園大学非常勤講

師 小森 保直氏 宇留生地区セン

ター他 2 会場（10/21 32 人、10/24 

60 人、10/25 35 人） 

② 人権・同和問題をみんなで考える

学習会：参加者 42人 若森会館（12

月 2 日）講師：黒野共栄館長 橋本 

雅康氏 

③ 人権・同和教育講演会：参加者 158

人（11/18）スイトピアセンター 

音楽堂 講師：近畿大学人権問題研

究所・主任教授 北口 末広氏 

④ 人権啓発講演会：参加者 156 人

（2/11）情報工房 5 階スインク

ホール 講師：社会学者・タレント 

にしゃんた氏 

人権学習資料（令和元年度版大垣 

市人権作文集）1,000 部作成・配布 

【計画】 

人権講演会を次のとお

り開催します。 

① 心のふれあい講座

（10 月 4 回開催） 

② 人権・同和問題をみ

んなで考える学習会

（12 月開催） 

③ 人権・同和教育講演

会（11 月開催） 

④ 人権啓発講演会（2月

開催） 

また、人権学習資料

（令和 2 年度版大垣

市人権作文集）を

1,000 部作成し配布

します。 

事業評価 〇 方向性 継 続 

35 人 権

Letter

発行事

業 

(H29-

R03) 

人権擁護

推進室 

外国人を含む人

権意識の高揚を

図るため、人権

Letter を年 2回

発行します。 

【計画】 

外国人を含む人権意

識の高揚を図るため、

人権Letterを年2回発

行します。 

【実績】 

人権 Letter の発行 

・ 年 2 回発行（9 月・3月） 

・ 発行部数 57,400 部/回 

 

広報紙への人権啓発記事の掲載 

・ 令和元年 10 月 1 日号 

「人権について考える外国人と人

権」 

【計画】 

外国人を含む人権意識

の高揚を図るため、人権

Letterを年2回発行しま

す。 

事業評価 ◎ 方向性 継 続 

36 多文化

共生推

進会議

開催事

業 

(H29-

R03) 

まちづく

り推進課 

多文化共生社会

の推進を図る

「大垣市多文化

共生推進会議」

に外国人市民が

参加します。 

【計画】 

「大垣市多文化共生

推進会議」において、

外国人市民委員が参加

し、その意見を施策や

事業等に反映させま

す。 

【実績】 

・ 会議開催：1 回（7 月 8 日） 

・ 出席委員：11 人 

（うち外国人委員 2 人、ブラジル

1 人・中国 1人） 

【計画】 

「大垣市多文化共生推

進会議」において、外国

人市民委員が参加し、そ

の意見を施策や事業等に

反映させます。 

事業評価 ○ 方向性 継 続 
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◎基本目標 4：外国人市民の防災対策の推進（6 事業） 

〇4-⑴ 外国人市民の防災対策の推進 

施策名 ①外国人市民が災害に備えるための支援 

施策内容 大垣市地域防災計画を踏まえ、外国人市民のための防災訓練などで防災意識の向上を図るとともに、災害時において外

国人市民を支援する体制を整備するなど、災害に備えるための支援を実施します。 

№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

37 外国人

市民防

災訓練

開催事

業 

(H29-

R03) 

まちづく

り推進課 

外国人市民を対

象とした防災訓

練の際に、地域

住民と外国人市

民との交流会を

開催し、多文化

共生への理解を

深めます。 

【計画】 

外国人市民の防災意

識を高めるとともに、

日本人市民との交流に

よる相互理解を深める

ため、今年度は岐阜協

立大学の協力により、

学園祭内において防災

訓練を開催します。 

合わせて大学留学生

等による文化紹介や、

国際交流団体・女性団

体等の参画により、外

国人市民と日本人市

民、大学生と地域住民

等の交流を深めます。 

【実績】 

・ と き：令和元年 11 月 16 日（土） 

・ ところ：岐阜協立大学 

・ 内 容：防災士による地震・備蓄 

避難所などの防災講話、 

段ボールベッド製作体験 

・ 参加者：43 人（外国人 31 人、日 

本人 12 人） 

同時開催：地震の話とサバイバル術

講座(参加者 41 人)、夜間

避難所体験(参加者 13

人)、多文化交流会 

【計画】 

岐阜協立大学学園祭と

連携し、日本人市民と外

国人市民の異文化交流を

行うイベント「多文化交

流フェスティバル」を開

催します。 

特に外国人防災に焦

点を当て、日本人と外国

人が協力できる訓練を開

催します。 

事業評価 ◎ 方向性 継 続 

38 多言語

による

避難情

報等の

提供 

(H30-

R03) 

まちづく

り推進課 

危機管理

室 

災害時における

避難情報等を多

言語で提供しま

す。 

【計画】 

災害時における避難

情報等を、ポルトガル

語、英語、やさしい日本

語に翻訳し、メール配

信システム及びフェイ

スブックにより外国人

市民に情報提供しま

す。 

【実績】 

災害時における避難情報等を、ポル

トガル語、英語、やさしい日本語に翻

訳し、メール配信システム及びフェイ

スブックにより外国人市民に情報提供

できるようにしました。 

なお、令和元年度中には、対象とな

る避難情報等の発令はありませんでし

た。 

【計画】 

災害時における避難情

報等を、ポルトガル語、

英語、やさしい日本語に

翻訳し、メール配信シス

テム及びフェイスブック

により外国人市民に情報

提供します。 

事業評価 ○ 方向性 継 続 

39 多言語

による

指定避

難所等

の案内 

(H29-

R03) 

まちづく

り推進課 

危機管理

室 

災害時における

指定避難所等の

案内について、

多言語による提

供を進めます。 

【計画】 

指定避難所内に設置

される、指定避難所看

板の多言語表記を推進

するとともに、防災ア

プリを活用して、指定

避難所等への地図案内

を行うなど、外国人市

民が災害に備えるため

の支援を実施します。 

また、外国人市民に

対し、防災アプリの機

能などを紹介した多言

語パンフレットを配布

して周知します。 

【実績】 

外国人市民の防災訓練及び外国人市

民のための日本語教室（生活情報習得

クラス）において防災アプリを説明し、

活用を促すとともに、多言語（ポルト

ガル語、中国語、英語）のパンフレッ

ト（くらしのガイドブック）を作成し、

市役所カウンターで配布するなど周知

に努めました。 

【計画】 

指定避難所内に設置さ

れる、指定避難所看板の

多言語表記を推進すると

ともに、防災アプリを活

用して、指定避難所等へ

の地図案内を行うなど、

外国人市民が災害に備え

るための支援を実施しま

す。 

また、外国人市民に対

し、防災アプリの機能な

どを紹介した多言語パン

フレットを配布して周知

します。 
事業評価 ○ 方向性 継 続 
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№ 事業名 事業主体 事業概要 令和元年度事業計画 令和元年度事業実績 令和 2 年度事業計画 

40 避難所

運営の

多言語

対応の

推進 

(H30-

R03) 

まちづく

り推進課 

危機管理

室 

外国人避難者を

想定し、避難所

運営の多言語対

応を推進しま

す。 

【計画】 

避難所で使用する用

語を多言語に翻訳した

「多言語表示シート」

の各避難所への配備を

進めます。 

【実績】 

避難所で必要性が高い用語を、ポル

トガル語、中国語、英語に翻訳して災

害時多言語表示シートを作成し、小中

学校をはじめとする指定避難所 37 か

所に配備しました。 

【計画】 

避難所で使用する用語

を多言語に翻訳した「多

言語表示シート」の各避

難所への配備を進めま

す。 

事業評価 ○ 方向性 継 続 

41 災害時

におけ

るボラ

ンティ

ア人材

の育成 

(H30-

R03) 

まちづく

り推進課 

危機管理

室 

大垣国際

交流協会 

災害時通訳ボラ

ンティアをはじ

めとする支援人

材の確保・育成

を進めます。 

【計画】 

岐阜協立大学等と協

力し、災害時通訳ボラ

ンティアなど支援人材

の登録を進めるほか、

外国人防災リーダーの

活用を検討します。 

 

【実績】 

岐阜県と連携し、災害時に外国人市

民のリーダーとなる「外国人防災リー

ダー」に本市から 2 人が登録されまし

た。 

合わせて、災害時通訳ボランティア

等の登録に関する要綱を整備しまし

た。 

【計画】 

昨年度登録した「外国

人防災リーダー」につい

て、防災訓練等での活用

を図ります。 

また、災害時通訳ボラ

ンティアについてはボ

ランティア数の増加を

図ります。 事業評価 〇 方向性 継 続 

42 地域防

災訓練

への外

国人市

民の参

加 

(R01-

R03) 

まちづく

り推進課 

危機管理

室 

 

外国人市民に地

域の防災訓練へ

の参加を促すこ

とで、地域全体

の防災力向上を

図ります。 

【計画】 

自治会と協力し、地

域で開催される防災訓

練において、地域在住

外国人の参加を促し、

防災力向上とととも

に、地域レベルでの交

流促進を図ります。 

【実績】 

大垣市立中川小学校で開催された大

垣市総合防災訓練に、外国人市民 8 人

が参加しました。 

・ と き：令和元年 8 月 25 日(日) 

・ 参加者：外国人市民 8人 

(ブラジル4人、中国1人、

ベトナム 3 人) 

・ 内 容：総合防災訓練の見学、地

震体験、煙ハウス体験な

ど 

【計画】 

自治会と協力し、地域

で開催される防災訓練に

おいて、地域在住外国人

の参加を促し、防災力向

上とともに、地域レベル

での交流促進を図りま

す。 

事業評価 〇 方向性 継 続 

 


